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福岡県原鶴温泉に認められる 2タイプの温泉水の産状と成因
Occurrence and formation mechanism of Harazuru hot spring, Fukuoka, Japan
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原鶴温泉は筑後平野の東端，福岡県朝倉市の筑後川沿いにあり，非火山性の温泉のひとつである．ここでは Na-HCO3
タイプの温泉と，これに Clga加わった二つのタイプの水が存在していることが知られている（古賀，2002）．これらの
分布を明らかにし，化学組成，水の同位体比の測定を行ったところ，以下のことが明らかになった．

Na-HCO3タイプの水は原鶴温泉の中央部，原鶴大橋付近を中心にNE-SW方向に分布している．Na-Cl・HCO3タイプ
の水は Na-HCO3タイプを挟むようにその北西側と南東側に分布している．これらの水の同位体比は Na-HCO3タイプの
ものはδ D=-49～-51‰，Na-Cl・HCO3タイプのものはδ D=-54～-57‰と異なった値をもっている．なお，温泉街の脇
を流れる筑後川のそれは-50‰を示している．これらおよび掘削状況から，深部にある Na-Cl・HCO3タイプの水が上昇
しながら浅所の地表水と混合しながら中央部に湧出して Na-HCO3タイプの温泉水を形成していると考えられる．なお，
深部の同位体比のより小さい水の起源は，本地域に発達する東西系の大規模な構造線により筑後川上流から浸透したも
のではないかと考えられる．
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